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異常が発生すると、ドライブの異常リレーが開き、出力ステージがオフになるか (モーターの
トルクがすべてゼロになります)、負荷に動的に制動がかけられます。実際のドライブの動作
は異常の種類によって異なります。ドライブのフロント パネルの LED ディスプレイには、発生
した異常の数が表示されます。警告が異常の前に発行される場合、その警告は LED に表示
され、関連する異常と同じ番号になります。警告が、ドライブの電源ステージや異常リレー出
力を変更することはありません。 

LED の左側は、異常に対して F を表示し、警告に対して n を表示します。右側には、「1-0-1-[break]
」のように異常または警告番号が表示されます。最も優先順位の高い異常が LED に表示
されますが、異常状態が発生した場合には複数の異常が存在する可能性があります。AKD 
WorkBench の [Fault] 画面を確認するか、あるいはコントローラまたはすべての異常リストを
表示する HMI を使用して DRV.FAULTS のステータスを参照してください。

1. AKD 異常および警告メッセージ

異常 メッセージ/警告 原因 修復

F0 なし 予備。 なし

..

1. 24V コントロールパワーの入力 
電圧が低下しました。

または

2. 補助エンコーダー 5V (X9-9)  
がショートしました。

1. システムに対して適切な 
24V 電流が供給されてい
ることを確認してください。

または

2. X9 配線を確認して修理
してください。

F101
ファームウェアの
非互換。

インストールされたファームウェ 
アはドライブ ハードウェアと互換
性がありません。

互換性のあるファームウェ
アをドライブに読み込んで
ください。

F102
常駐ファームウェ
アの異常。

ソフトウェアの異常が検出されま
した。

ドライブを再起動してくだ
さい。問題が継続する場合
は、テクニカル サポートに
連絡してください。

F103 常駐FPGA の異常。

ソフトウェアの異常が検出されまし
た。ロードした常駐 FPGA が異常で
す (FPGA タイプやフィールドバス タ
イプと互換しないイメージなど、フ
ローチャートに従ったいくつかの
状況が存在します)。

ドライブを再起動してくだ
さい。問題が継続する場合
は、テクニカル サポートに
連絡してください。

F104
ランタイム FPGA 
の異常。

ソフトウェアの異常が検出されま
した。ロードしたオペレーショナ
ル FPGA が異常です (フローチャー
トに従ったいくつかの状況が存在
します)。

ドライブを再起動してくだ
さい。問題が継続する場合
は、テクニカル サポートに
連絡してください。



異常 メッセージ/警告 原因 修復

F105
NVメモリのスタン
プ異常。

NV メモリのスタンプが壊れて
いるか無効です。

WorkBench の[Parameter Load] 
を使用してドライブをデフォ
ルトのメモリ値にリセットし
ます。 

F106
NV メモリのデータ
異常。

NV メモリのデータが壊れてい
るか無効です。この異常は、 
ファームウェアのダウンロード
時に多く発生します。

WorkBench の[Parameter Load] 
を使用してドライブをデフォ
ルトのメモリ値にリセットし
ます。 

F107

ソフトウェア リミッ
ト上限値超過。異
常の前段階である
警告の通知。

ソフトウェア リミットの上限 
設定の値を超えています。

この制限を下回るように負荷
を移動してください。

F108

ソフトウェア リミッ
ト下限値超過。異
常の前段階である
警告の通知。

ソフトウェアリミットの下限 
設定の値を超えています。

この制限を上回るように負荷
を移動してください。

F121
原点復帰エ 
ラー。

ドライブが、原点復帰シーケン
スを終了しませんでした。

原点復帰に使用しているセン
サー、原点復帰モード、原点復
帰設定を確認してください。

F123

無効なモーション 
タスク。異常の前段
階である警告が通
知されました。

無効なモーション タスク。

モーション タスク設定とパラ
メータを確認し、それらの入力
された値によって有効なモー
ション タスクが生成されるこ
とを確認します。無効なモーシ
ョン タスクの具体的な原因に
関する情報についてはモーシ
ョン タスクのマニュアルを参
照してください。

F125
同期の逸脱。異常
の前段階である警
告の通知。

フィールドバスの同期が失わ
れました。

フィールドバスの接続 
(EtherCAT を使用している場
合は X5 と X6、CANopen を使
用している場合は X12 と X13) 
か、EtherCAT または CANopen マ
スターの設定を確認してくだ
さい。

F126
過剰な動作。異常
の前段階である警
告の通知。

ボード線図を作成時に動作制
限を超えました。モーターが、
不安定で、ドライブの命令に 
従っていません。

システムが安定した閉ループ
になっていることを確認しま
す。システム チューニング ガイ
ドを参照してください。

5

AKD PDMM 異常カード | F105 – F126
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F127
非常停止手順が
未完了。 

非常停止手順が完了していま
せん (非常停止モーション タス
クに関連付けられた問題)。

ドライブから電源を切断し、 
非常停止手順を確認します。

F128
MPOLES/FPOLES が
整数ではない。

モーター極とフィードバック極
の比率は整数になる必要があ
ります。

互換性のあるフィードバック 
デバイスに変更してください。

F129
ハートビートを検
出できません。

ハートビートを検出できま 
せん。

CANopen のケーブル接続を確
認してください。バスの負荷を
軽減するか、ハートビートの更
新時間を長くします。

F130
2 次フィードバック
の過剰電流供給。

5V 電源が X9 でショートしま
した。

2 次フィードバック (X9 接続) を
確認してください。

F131
2 次フィードバック 
A/B相の配線異常 

2次フィードバックA/B相で問題
が検出されました。

2 次フィードバック (X9 接続) を
確認してください。

F132
2 次フィードバック
Z相の配線異常。 

2次フィードバックZ相で問題が
検出されました。

2 次フィードバック (X9 接続) を
確認してください。

F134
2 次フィードバック
のステート異常。

2次フィードバックのシグナル
ステートに問題が検出されま
した

2 次フィードバック (X9 接続) を
確認してください。

F135
原点復帰が必要。
異常の前段階であ
る警告の通知。

軸が原点に復帰する前に、モ
ーション タスクの発行が試行
されました。軸は、モーション 
タスクを起動する前に、原点復
帰をする必要があります。

opmode を変更するか、軸を原
点復帰させます。

F136

ファームウェアと 
FPGA のバージョン
には互換性があり
ません。

FPGA のバージョンが、ファーム
ウェアが要求する FPGA のバー
ジョン定数と一致しません。

ファームウェアと互換性のある 
FPGA バージョンを読み込んで
ください。

F137
原点復帰とフィー
ドバックの不一致

設定された原点復帰モード
は、使用しているモーターのフ
ィードバック タイプではサポ
ートされていません。

原点復帰モードを変更してく
ださい。

F138
オート チューニン
グ時の動作が不
安定。 

ドライブ電流 (IL.CMD) または
速度フィードバック (VL.FB) が許
容される制限を超えています。
このフォルトは、BODE.MODE 5 
の場合のみ発生します。 

必要に応じて BODE.MODE を変
更してください。これを行わな
い場合、モーターが不安定な
り、手動のチューニングが必要
になる場合があります。

AKD PDMM 異常カード | F127 – F138
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AKD PDMM 異常カード | F139 – F237

異常 メッセージ/警告 原因 修復

F139

不適切なモーショ
ン タスクを行った
ため、ターゲット
位置を行き過ぎま
した。

ドライブは現在の速度から減
速して、それを通過せずに 2 つ
目のモーションタスクのエンド
ポイントに達することができま
せん。移動の減速レートを大き
くするか、移動をより早くトリガ
ーしてください。

この状態を無視するには、
モーションタスクプロファイ
ルを変更し、DRV.CLRFAULTS 
で異常をクリアします、また
は、FAULT139.ACTION = 1 の値を
変更します= 1。

F140
VBUS.HALFVOLT の
変更。 

ユーザーが VBUS.HALFVOLT の
数値を変更しました。この変更
は、DRV.NVSAVE コマンドを実行
し、AKD を再起動した後に反映
されます。

DRV.NVSAVE によってパラメー
タを不揮発性メモリに保存し、
ドライブを再起動するため、ま
たは VBUS.HALFVOLT の元の設
定を復元するために 24[V]電源
を切断し再投入します。

F151

–

F170

モーション タスク
の警告。

モーション タスク設定とパラメ
ータが、有効なモーション タス
クを生成するように設定され
ていません。

DRV.CLRFAULTS によって警告を
クリアできます。モーションタ
スク設定とパラメータを確認
し、それらの値によって有効な
モーション タスクが生成され
ることを確認します。

F201 内部 RAM の異常。ハードウェアの異常が検出されました。

ドライブを再起動してくださ
い。問題が継続する場合は、テ
クニカル サポートに連絡して
ください。 

F202 外部 RAM の異常。ハードウェアの異常が検出されました。

ドライブを再起動してくださ
い。問題が継続する場合は、テ
クニカル サポートに連絡して
ください。

F203
コードの整合性の
異常。

ソフトウェアの異常が検出され
ました。FPGA 登録アクセスの異
常が発生しました。

ドライブを再起動してくださ
い。問題が継続する場合は、テ
クニカル サポートに連絡して
ください。

F204

–

F232

EEPROM の 
異常の検出。

EEPROM の異常が検出されま
した。

ドライブを再起動してくださ
い。問題が継続する場合は、ド
ライブを交換してください。

F234

–

F237

温度センサーから
高温を検出。異常
の前段階である警
告の通知。

高温の制限に達しました。 キャビネットの換気システム
を確認してください。
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F240

–

F243

温度センサから低
温を検出。異常の
前段階である警告
の通知。

低温の制限に達しました。 キャビネットの換気システ
ムを確認してください。

F245 外部異常入力。
この異常はユーザーに起因する
もので、ユーザー設定によって発
生します。

ユーザーは、この異常をト
リガにするようにデジタル
入力を設定できます(DINx.
MODE = 10)。この異常は、この
入力設定に従って発生しま
す。この異常をクリアするに
は入力をクリアします。

F247
バス電圧の許容し
きい値の超過。

バス測定でハードウェア異常を
検出しました。

ハードウェア異常のトラブル
シューティングと修復を行っ
てください。

F248
オプションボード
の EEPROM が壊れ
ています。

EEPROM の異常が検出されま 
した。

ドライブを再起動してくだ
さい。問題が継続する場合
は、ドライブを交換してくだ
さい。

F249
オプションボード
のダウンストリー
ムのチェックサム。

オプションボード上の I/O との 
通信に失敗しました。

DRV.CLRFAULTS。問題が継続
する場合は、テクニカル サ
ポートに連絡してください。

F250
オプションボード
のアップストリー
ムのチェックサム。

オプションボード上の I/O との 
通信に失敗しました。

DRV.CLRFAULTS。問題が継続
する場合は、テクニカル サ
ポートに連絡してください。

F251
オプションボード
のウオッチドッグ。

オプションボード上の I/O との 
通信に失敗しました。

DRV.CLRFAULTS。問題が継続
する場合は、テクニカル サ
ポートに連絡してください。

F252

ファームウェアのタ
イプとオプション
ボードの FPGA タイ
プに互換性があり
ません。

オプションボードの FPGA はこの
ハードウェアと互換性がありま
せん。

このドライブに適切なファ
ームウェアファイルをダウン
ロードしてください。

F253

ファームウェアの
バージョンとオプシ
ョンボードの FPGA 
バージョンに互換
性がありません。

オプションボードの FPGA のバー
ジョンは、このファームウェアと互
換性がありません。

このドライブに適切なファ
ームウェアファイルをダウン
ロードしてください。

AKD PDMM 異常カード | F240 – F253



異常 メッセージ/警告 原因 修復

F301
モーターの温度が
過剰に高くなって
います。

モーターの温度が過剰に高くな
っています。

周囲温度を確認してくださ
い。モーターに搭載したヒー
トシンクの性能を確認して
ください。

F302 過剰速度。 モーターが VL.THRESH 値を超え
ています。

VL.THRESH を増やすか、速度
コマンドを低減します。

F303
モーターのフォー
ルドバック。

最大モーター電力を超過してい
ます。モーターを保護するために
電力が制限されました。

モーターの現行コマンドが
多すぎて長すぎます。サー
ボゲインを軽減するか、ア
グレッシブなコマンドトラ
ジェクトリーを軽減してくだ
さい。

F304

モーターのフォー
ルドバック。異常の
前段階である警告
の通知。

最大モーター電力を超過してい
ます。モーターを保護するために
電力が制限されました。

動作プロファイルを変更し
てモーターの負荷を軽減し
てください。負荷、ジャミン
グ、スティッキングの有無を
確認してください。電流の制
限が正しく設定されている
か確認してください。

F305 ブレーキの開放。 モーター ブレーキに開放があり
ます。

ケーブルの配線や一般的な
機能を確認してください。

F306 ブレーキの短絡。 モーター ブレーキに短絡があり
ます。

ケーブルの配線や一般的な
機能を確認してください。

F307
ブレーキが解除さ
れない。

アンプがオンにもかかわらず、ブ
レーキが解除されませんでした。

ケーブルの配線や一般的な
機能を確認してください。

F308
電圧がモーター規
格を超過。

ドライブバス電圧が、モーターの
定格電圧を超えています。

モーターが駆動規格に適
合しているか確認してくだ
さい。

F309
モーターの I2t 負
荷。負荷を軽減して
ください。

モーター I2t の負荷 (IL.MI2T) が警
告のしきい値 IL.MI2TWTHRESH を
超えています。この警告は、モー
ターの保護モード IL.MIMODE が 1 
に設定されている場合にのみ生
成されます。

加速/減速の傾斜を緩やか
になるように調整するなど
して、ドライブの負荷を軽減
してください。

F401
フィードバックタイ
プの設定異常。

フィードバックが接続されていな
いか、間違ったフィードバック タ
イプが選択されています。

1 次フィードバック (X10 接
続) を確認してください。

9
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F402
アナログ信号の振
幅の異常。

アナログ信号の振幅が小さす
ぎます。アナログの異常が発生
しました (レゾルバ信号の振幅
またはサイン/コサイン振幅)。

レゾルバおよびサイン/コサイ
ン エンコーダのみ、1 次フィー
ドバック (X10 接続) を確認して
ください。

F403
EnDat の通信 
異常。

フィードバックに通信異常が発
生しました。

Endat のみ、1 次フィードバッ
ク (X10 接続) を確認してくだ
さい。

F404
ホール ステート
異常。

ホール センサーが無効なホー
ル ステート (111、000) を返しまし
た。すべてのホール センサーが
オンまたはオフのいずれかで
す。正しいホール センサーの状
態は、001、011、010、110、100、およ
び 101 です。この異常は、ホール
信号のいずれかに接続異常が
ある場合に発生する可能性が
あります。

フィードバックの配線を確認
してください。すべてのフィー
ドバック コネクタのすべての
ピンが正しい配列になってい
るか確認してください。

F405
BiSS ウォッチドッ
グ異常。

フィードバック デバイスとの通
信が異常です。

Biss のみ、1 次フィードバッ
ク (X10 接続) を確認してくだ
さい。

F406
BiSS マルチサイク
ル異常。

フィードバック デバイスとの通
信が異常です。

Biss のみ、1 次フィードバッ
ク (X10 接続) を確認してくだ
さい。

F407
BiSS センサー 
異常。

フィードバック デバイスとの通
信が異常です。

Biss のみ、1 次フィードバッ
ク (X10 接続) を確認してくだ
さい。

F408

–

F416

SFD フィードバック
の異常

SFD デバイスとの通信が異常 
です。

1 次フィードバック (X10 接続) 
を確認してください。異常が
継続する場合は、フィードバッ
ク内部の障害です。メーカー
に返却して、修理を依頼してく
ださい。

F417
1 次フィードバック
断線。

1 次フィードバック内で、断線が
検出されました (インクリメンタ
ルエンコーダー)。 

フィードバックケーブルが切
断していないか確認してくだ
さい。

F418
1 次フィードバック
の電源。

1 次フィードバックの電源で異
常が発生しました。

1 次フィードバック (X10 接続) 
を確認してください。

F419
エンコーダ初期
化プロシージャの
異常

位相検出プロシージャが正常
に完了しませんでした。

エンコーダの配線を確認し、
位相検出の前にモーターの負
荷を軽減/調整してください。

AKD PDMM 異常カード | F402 – F419



異常 メッセージ/警告 原因 修復

F420
FB3 EnDat 通信の
異常

通信エラーが X 9 コネクタに接
続された EnDat 2.2 デバイスで
検出されました。

3 次フィードバック (X10 接続) 
を確認してください。

F436 EnDat の過熱。
Endat フィードバック デバイス
の温度が過剰に高くなってい
ます。

周囲温度を確認してくださ
い。モーターに搭載したヒー
トシンクの性能を確認してく
ださい。

F437 制限値へ接近。
ドライブまたはモーターの過電
流または過剰速度の警告が通
知されました。

負荷の増加、ジャミング、ステ
ィッキングの有無について確
認してください。エラーが設定
されている位置が低すぎない
ですか？

F438
偏差異常。異常の
前段階である警告
の通知。

モーターがコマンドの値に追従
できませんでした。モーターが、
最大許容位置を超えたため、偏
差異常が発生しました。

負荷の増加、ジャミング、また
は、スティッキングの有無につ
いて確認してください。エラー
が設定されている位置が低す
ぎないですか？

F439
偏差異常  
(ユーザー)。

モーターがコマンドの値に追
従できませんでした。モーター
が、最大許容位置を超えたた
め、偏差異常（ユーザー）が発生
しました。

フィードバック通信のセットア
ップおよびチューニング パラ
メータを確認してください。

F450
偏差異常 (プレゼ
ンテーション)。

モーターがコマンドの値に追従
できませんでした。モーターが、
最大許容位置を超えたため、偏
差異常が発生しました (プレゼ
ンテーション)。

フィードバック通信のセットア
ップおよびチューニング パラ
メータを確認してください。

F473
磁極検出 (Wake 
and Shake)。不十分
な動作。

動作が、WS.DISTMIN で定義され
たものよりも小さすぎます。 

WS.IMAX および/または WS.T 
を増やすか、WS.MODE 1 また
は 2 を試用してください。

F475
磁極検出 (Wake 
and Shake)。過剰な
動作。 

WS.MODE 0 では、WS.DISTMAX 
の値を超えました。または、WS.
MODE 2 では、360度を超えて移
動しました。 

WS.DISTMAX の値を増加させ
るか、WS.IMAX または WS.T の
値を減少させてください。垂
直/片持ち荷重の場合、磁極検
出 (Wake and Shake) はサポート
されていないことに留意して
ください。

F476

磁極検出 (Wake 
and Shake)。粗一致
と一致の差が大き
すぎます。

粗一致と一致の角度差が 72 度
を超えました。 

WS.IMAX または WS.T を修正
して、やり直してください。

11
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F478
磁極検出 (Wake and 
Shake)。速度超過。 

WS.VTHRESH の値を超えま
した。 

WS.VTHRESH の値を増加させる
か、WS.IMAX または WS.T の値
を減少させてください。 

F479
磁極検出 (Wake and 
Shake)。ループ角の
差が大きすぎます。

ループ角の差が 72 度を超え
ました。

WS.IMAX または WS.T を修正し
て、やり直してください。

F480
フィールドバス コマ
ンド速度過剰。

フィールドバス コマンドの
速度が VL.LIMITP を超えてい
ます。

フィールドバス コマンドのト
ラジェクトリーを小さくする
か、VL.LIMITP の値を大きくして
ください。

F481
フィールドバス コマ
ンド速度過小。

フィールドバス コマンドの
速度が VL.LIMITN を超えて
います。

フィールドバス コマンドのト
ラジェクトリーを大きくする
か、VL.LIMITN の値を小さくして
ください。

F482
通信が初期化され
ていない。

モーターの転流を初期化す
る必要があり (エンコーダ転
流トラックやホール センサ
ーなどがありません)、正常
な磁極検出 (Wake and Shake) 
シーケンスは実行されてい
ません。

異常をクリアし、磁極検出 
(Wake and Shake) プロシージャ 
(WS.ARM) をアクティブにして、
ドライブを有効にします。

F483

–

F485

磁極検出 (Wake and 
Shake) 異常。

モータ U 相、V 相、W 相のい
ずれかが検出できませんで
した。初期化時に位相で電
流を検出できませんでした (
モード 0 のみ)。

モーターの接続と WS.IMAX を
確認してください (このエラー
は電流が微小な場合に発生す
ることがあります)。

F486
モーターの速度が 
EMU 速度を超過。

モーターの速度が、エミュレ
ート エンコーダで出力可能
な最高速度を超えています。

DRV.EMUEPULSEIDTH の値を減ら
してください。

F487
磁極検出 (Wake and 
Shake) - 正極移動の
検証に失敗。

正電流を流した後、モータ
ーは間違った方向に移動し
ました。

 モーター相の配線およびモー
ターエンコーダーの配線が正
しいことを確認してください。

F489
磁極検出 (Wake and 
Shake) - 負極移動の
検証に失敗。

負電流を流した後、モータ
ーは間違った方向に移動し
ました。

 モーター相の配線およびモー
ターエンコーダーの配線が正
しいことを確認してください。

F490

磁極検出 (Wake and 
Shake) - コマンドア
ングルのタイムアウ
トの検証。

W&S 検証ステージのいず
れかにおいて、ドライブは
コマンドへの反応を停止し
ました。

カスタマーサポートに連絡して
ください。

AKD PDMM 異常カード | F478 – F490
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F491

磁極検出 (Wake and 
Shake) - コマンドアン
グルの遠すぎる移動
を検証 - コマンドア
ングルの異常。

電流を流した後、
モーターの移動が
遠すぎます(>15 電
気角度)。

これは、磁極検出 (Wake and Shake) によ
り、モーター相角度の異常が検出され
たことを示しています。磁極検出 (Wake 
and Shake)パラメータを修正し、磁極検出 
(Wake and Shake)を再実行してください。

F492

磁極検出 (Wake and 
Shake) - コマンドア
ングルの検証には 
MOTOR.ICONT 以上が
必要。

モーターの起動に 
MOTOR.ICONT より
も多くの電流が使
用されました。

これは下記のいずれかを示しています。

1. 磁極検出(Wake and Shake)の異常に
より、位相角度が不適切である。

2. モーターの抵抗が非常に大きいた
め、ブレーキの解除に多くの電流が
必要である。

3. モーター電源ケーブルの接続が解
除されているか、不適切に配線さ
れている。

F501 バス過電圧。
バスの電圧が高す
ぎます通常、この
問題は負荷に関係
します。 

負荷を減らすか、動作プロファイルを変
更してください。システムの回生の容量
を確認し、必要に応じて容量を追加して
ください。主電圧を確認してください。

F502

バスの電圧が不足し
ています。異常の前
段階である警告の
通知。 

バスの電圧がしき
い値を下回ってい
ます。

主電圧を確認してください。

F503
バス コンデンサの過
負荷。異常の前段階
である警告の通知。

ドライブの単相 
AC 入力が 3 相入
力の規格のみで評
価されているか、
単相電源の負荷が
大きすぎます。

主電圧を確認してください。

F504

–

F518

内部供給電圧の 
異常。

内部供給電圧で
異常が検出されま
した。

電磁適合性 (EMC) について配線を確認
してください。問題が継続する場合は、 
ドライブを交換してください。

F519 回生抵抗の短絡。 回生抵抗で短絡が
発生しました。

回生 IGBT で短絡が発生しました。テクニ
カルサポートに連絡してください。

F520 回生抵抗の過負荷。
回生抵抗に過負
荷がかけられてい
ます。

モーターに過負荷がかけられているか、
モーターの停止が急激すぎます。

13
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F521 回生抵抗の過電力。回生抵抗に蓄積されている電力が大きすぎます。
回生抵抗を大きくするか、電力を
分散するために DC バス共有を使
用してください。

F523 バス過電圧 FPGA。 バス過電圧のひどい異常
が通知されました。

主電圧と、システムの制動許容値
を確認してください。

F524
ドライブのフォール
ドバック。

最大のドライブ電力を超
えました。ドライブを保護
するために電力が制限さ
れました。

動作に必要な電力が大きすぎま
す。プロファイルを変更して負荷
を軽減してください。

F525 出力の過電流。 電流がドライブの許容ピ
ーク電流を超えています。 

短絡やフィードバックの異常の有
無を確認してください。 

F526
電流センサーで 
短絡が検出されま
した。

電流センサーで短絡が検
出されました。

ドライブを再起動してください。
問題が継続する場合は、テクニカ
ル サポートに連絡してください。 

F527
Iu 電流 AD コンバー
タの停止。

ハードウェアの異常が検
出されました。

ドライブを再起動してください。
問題が継続する場合は、テクニカ
ル サポートに連絡してください。

F528
Iv 電流 AD コンバー
タの停止。

ハードウェアの異常が検
出されました。

ドライブを再起動してください。
問題が継続する場合は、テクニカ
ル サポートに連絡してください。 

F529
Iu 電流オフセット 
制限の超過。

ハードウェアの異常が検
出されました。

ドライブを再起動してください。
問題が継続する場合は、テクニカ
ル サポートに連絡してください。 

F530
Iv 電流オフセット 
制限の超過。

ハードウェアの異常が検
出されました。

ドライブを再起動してください。
問題が継続する場合は、テクニカ
ル サポートに連絡してください。 

F531
電源ステージの 
異常。

ハードウェアの異常が検
出されました。

ドライブを再起動してください。
問題が継続する場合は、ドライブ
を交換してください。 

14
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異常 メッセージ/警告 原因 修復

F532
ドライブ モーター
のパラメータのセッ
トアップが不完全。

モーターを有効にするた
めには、最低限のパラメ
ータを設定する必要があ
ります。それらのパラメー
タが設定されていません。 

DRV.SETUPREQLIST コマンドを実
行 して、設定する必要があるパラ
メータのリストを表示します。こ
れらのパラメータは手動または
自動で設定します。3つの方法で、
パラメータを手動で設定するこ
とができます。(1) 各パラメータを
個別に設定。(2) セットアップ ウィ
ザードを使用してモーターを選
択。(3) [MOTOR] ウィンドウでモー
ター データベースからモーター
のタイプを選択 (MOTOR.AUTOSET 
を 0 (FALSE) に設定する必要があ
ります)。[MOTOR] ウィンドウを使用
する場合は、先にフィードバック
の種類を選択する必要がありま
す。モーターに Biss Analog、Endat、
または SFD フィードバック (メモリ
付きフィードバック) がある場合
は、MOTOR.AUTOSET を 1 (TRUE) に
設定するとこれらのパラメータが
自動的に設定されます。

F534

フィードバック デバ
イスからモーター 
パラメータの読み取
りに異常。

モーターにモーターフィ
ードバックメモリが存在し
ない、またはモーターフィ
ードバックメモリに適切
なプログラムがされてい
ないため、パラメータを読
み取ることができません。 

[Disable and Clear Faults] ボタンを
クリックするか、DRV.CLRFAULTS 
コマンドを実行して、パラメー
タの再読み込みを試行してくだ
さい。この試行に失敗した場合
は、MOTOR.AUTOSET を 0 (FALSE) に
設定し、セットアップ ウィザード
を使用してパラメータをプログ
ラムするか、手動でパラメータを
セットアップします。モーターに、
モーター メモリがある場合 (Biss 
Analog、Endat、および SFD モーター
にはモーター メモリがあります)、
モーターをメモリがプログラムさ
れた状態に戻します。 

F535
電源基盤の温度超
過異常。

電源基盤の温度センサー
が 85°C を超える値を示し
ています。

ドライブの負荷を軽減するか、 
冷却効率を向上してください。

F601
モドバスのデータ 
レートが過剰

モドバス コントローラの
データ レートが高すぎ
ます。

データ レートを下げてください。



異常 メッセージ/警告 原因 修復

F602 セーフ トルク オフ。 セーフ トルク オフ機能が
入力されました。

操作を行っても安全な場合には、 
STO への供給電圧を再適用してく
ださい。 

F603
OPMODE が 
CMDSOURCE に対応
していない。

ドライブが有効でギアリ
ングコマンドソースが、ト
ルクや速度の opmode と同
時に選択されるとこの警
告は発せられます。

別の DRV.OPMODE と DRV.
CMDSOURCE の組み合わせを選択
してください。

F701
フィールドバス ラン
タイム。

ランタイムの通信で異常
が発生しました。

Fieldbus のコネクタ (X11)、設定、 
およびコントロールユニットを 
確認してください。

F702
フィールドバスの通
信切断。

すべてのフィールドバス
の通信が切断されました。

Fieldbus のコネクタ (X11)、設定、 
およびコントロールユニットを 
確認してください。

F703
軸の操作が無効な
間に、緊急タイムア
ウトが発生。

モーターが、定義されたタ
イムアウトの時間内に停
止しませんでした。 

タイムアウト値や停止パラメータ
を変更し、チューニングを改善し
てください。

16
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2. AKD PDMM エラーとアラーム
エラーが発生すると、最も優先度が高いエラーが AKD PDMM の 7 セグメント LED に
表示されます。エラーメッセージはアラームメッセージより優先されます。エラーま
たはアラームが発生した場合は、コントローラのログメッセージを必ず確認してく
ださい。ログメッセージは異常や異常につながるイベント履歴の詳細を示します。
ログメッセージから異常の原因を見極めて、根底にある問題を修正することができ
ます。

エラーとアラームは、ハードウェアまたはソフトウェアでクリアすることができます。
エラーやアラームをクリアする手順については、その番号を下表に記載して修復
手順を実行してください。 
エラー メッセージ/警告 原因 修復

エラー

E01

臨界温度の超過。 
PDMM オペレーション
は停止し、CPU はスリ
ープ状態になります。

CPU 温度が安全な動作温
度制限値を超えました。

電源がオフになりました。 エア
フローと動作環境がハードウェ
アの仕様範囲内であることを
確認してください。ユニットを
冷却してから電源をオンにして
ください。

E02
メモリー不足。KAS ラ
ンタイムが停止して
います。

メモリーリーク、メモリー
の破損、または、ハードウ
ェアメモリーの異常。

電源をオフにしてから再度オ
ンにします。問題が再発する場
合は、ファームウェアの更新に
関するリリースノートを確認す
るか、ハードウェアを修理のた
めに返却してください。

E03 ファンの異常。 CPU 冷却ファンが正常に
作動しませんでした。

温度とモニターを見て、高温ア
ラームの有無を確認してくだ
さい(A01を参照)。ハードウェア
を返却してファンを交換してく
ださい。

E10
ファームウェアが破損
しています。

ファームウェアのダウン
ロード中にフラッシュメ
モリーが破損したか、フ
ラッシュハードウェアの
異常です。

ファームウェアを再度ダウンロ
ードするか、リカバリーモード
で起動して、ファームウェアを
ダウンロードし電源のオフ後
に再度オンにしてください。問
題が修正されない場合は、ハ
ードウェアを返却して修理して
ください。

E11
フラッシュが破損して
おり、ファイルシステ
ムが利用できない。

起動時に、ファイルシステ
ムはフラッシュにマウン
トされませんでした。

工場出荷時の設定値にリセッ
トしてください。問題が修正さ
れない場合は、ハードウェアを
返却して修理してください。



エラー メッセージ/警告 原因 修復

E12
使用できるフラッシ
ュメモリーが十分に
ありません。

フラッシュメモリーが一杯で
す、フラッシュに書き込みで
きません。

ログファイル、アプリケー 
ションプログラム、レシピ、そ
の他のデータファイルを削除
してフラッシュメモリーをク
リーンアップしてください。

E13
変数記憶用の 
NVRAM スペースが
不足しています。

NVRAM が一杯です。
アプリケーションを変更して、
記憶する変数の量を減らして
ください。

E14
工場出荷時の設定
値にリセットでき
ない。

工場出荷時の設定値にリセ
ットする作業中に、フラッシ
ュメモリーをフォーマットで
きませんでした。

電源をオンにしてから、工場
出荷時の設定値に再度リセ
ットしてください。問題が修
正されない場合は、ハード
ウェアを返却して修理してく
ださい。

E15

SD カードからファ
イルを読み込んだ
り、SD カードにファ
イルを書き込むこと
ができない。

SD カードが接続されていな
いか、ファイルシステムが破
損しマウントすることができ
ません。PLC の機能異常では、
このエラーは発生しません。

有効な SD カードを挿入す
るか、設定/SD カード/フォー
マットボタンを使用してカー
ドを再フォーマットしてくだ
さい。

E16
SD カードで利用で
きるスペースが十分
にない。

SD カードが一杯であるた
め、SD カードに書き込むこと
ができません。PLC の機能異
常では、このエラーは発生し
ません。

ファイルを削除して、SD カー
ドスペースをクリーンアップ
するか、設定/SD を使用して
カードを再フォーマットして
ください。

E20

ランタイムプラグイ
ン、プロセス、スレッ
ド、またはアプリケ
ーションが起動に
失敗。

KAS ランタイムまたはアプリ
ケーションコードがブート
時に自動起動できませんで
した。

電源をオフにしてから再度オ
ンにします。工場出荷時の設
定値にリセットしてください。
問題が再発する場合は、ファ
ームウェアの更新に関するリ
リースノートを確認するか、
ファームウェアをダウンロー
ドしてください。 

E21

ランタイムプロセ
ス、スレッド、または
ドライバーが動作
時に応答しない。

通常の動作時に時に、KAS ラ
ンタイムコードに異常が発
生しました。

電源をオフにしてから再度オ
ンにします。問題が再発する
場合は、ファームウェアの更
新に関するリリースノートを
確認してください。
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エラー メッセージ/警告 原因 修復

E22

PLC プログラムに致
命的なエラーが発
生し、アプリケーショ
ンが停止しました。

仮想マシンが命令の実行に
失敗しました。

アプリケーションを再コンパ
イルしダウンロード後、再起
動してください。IDE のバー
ジョンとコントローラーファ
ームウェアのバージョンに互
換性があるかを確認してく
ださい。

E23
CPU に過負荷がかけ
られている。

モーションエンジンサイクル
が完了していません。あるい
は、CPU の過剰負荷により PLC 
プログラムがタイムアウト時
間内に完了していません。

アプリケーションを停止する
か、電源をオフにしてから再
度オンにしてください。サン
プルレートを減らし、アプリ
ケーションを簡素化してくだ
さい。あるいは、アプリケーシ
ョンサイクルを減らして、アプ
リケーションを再起動してく
ださい。

E30
オペレーションモー
ド時の EtherCAT の
通信異常。

ネットワークの通信エラー
により、EtherCAT ネットワー
クオペレーションが失敗し
ました。

EtherCAT ネットワークの配線
とデバイスの状態を確認して
ください。アプリケーションを
再起動してください。

E31
preop モード時の 
EtherCAT の通信 
異常。

ネットワークの通信エラー
により、EtherCAT ネットワー
クオペレーションが失敗し
ました。

EtherCAT ネットワークの配線
とデバイスの状態を確認して
ください。アプリケーションを
再起動してください。

E32
bootstrap モード時
の EtherCAT の通信
異常。

ネットワークの通信エラー
により、EtherCAT ネットワー
クオペレーションが失敗し
ました。

EtherCAT ネットワークの配線
とデバイスの状態を確認して
ください。アプリケーションを
再起動してください。

E33

EtherCAT はオペレー
ションモードに初
期化できませんで
した。

ネットワークの通信エラーに
より、EtherCAT ネットワークの
初期化に失敗しました。

EtherCAT ネットワークの配線
とデバイスの状態を確認して
ください。アプリケーションを
再起動してください。

E34
EtherCAT は preop  
モードに初期化でき
ませんでした。

ネットワークの通信エラーに
より、EtherCAT ネットワークの
初期化に失敗しました。

EtherCAT ネットワークの配線
とデバイスの状態を確認して
ください。アプリケーションを
再起動してください。

E35
EtherCAT は bootstrap 
モードに初期化でき
ませんでした。

ネットワークの通信エラーに
より、EtherCAT ネットワークの
初期化に失敗しました。

EtherCAT ネットワークの配線
とデバイスの状態を確認して
ください。アプリケーションを
再起動してください。

AKD PDMM 異常カード | E22 – E35



エラー メッセージ/警告 原因 修復

E36

EtherCAT が予測さ
れるデバイスを見
つけることができ
ない。

見つかったデバイスと予測
されるデバイスが不一致
なために、EtherCAT ネットワ
ークディスカバリーに異常
が発生しました。

EtherCAT デバイスと配線順を
確認してください。デバイスの
配線順を修正してください。あ
るいは、ネットワークを再スキ
ャンし、再コンパイルして、更
新されたアプリケーションを
ダウンロードしてください。ア
プリケーションを再起動してく
ださい。

E37
EtherCAT が初期化
状態に戻れない。

ネットワークの通信エ 
ラーにより、EtherCAT ネット
ワークの初期化に失敗し
ました。

EtherCAT ネットワークの配線と
デバイスの状態を確認してく
ださい。アプリケーションを再
起動してください。

E50
SD カードへのバッ
クアップに失敗。

バックアップ作業時に、回
復できないエラーが発生し
ました。

SD カードへのバックアップ作
業を繰り返してください。再度
失敗する場合は、SD カードを
交換してください。

E51
SD カードからの復
元に失敗。

復元作業時に、回復できな
いエラーが発生しました。

PDMM をリブートしないでく
ださい！復元作業を繰り返して
ください。再度失敗する場合
は、PDMM を工場出荷時設定
にリセットしてください。問題
が修正されない場合は、ハー
ドウェアを返却して修理してく
ださい。

E52
SD バックアップフ
ァイルが欠落か破
損している。

SD カードのファイルが欠
落、不完全、または破損し
ているため、復元作業に失
敗しました。

バックアップ作業を行ってから
復元作業を進めてください。あ
るいは、有効なバックアップフ
ァイルがある SD カードを使用
してください。

アラーム メッセージ/警告 原因 修復

アラーム

A01 高温
CPUの温度が正常に動作で
きる温度の制限値に近づ
いています。

 エアフローと動作環境がハー
ドウェアの仕様範囲内である
ことを確認してください。

A02
メモリーが 
少ない。

メモリーのリークまたは
破損。

電源をオフにしてから再度オ
ンにします。問題が再発する場
合は、ファームウェアの更新に
関するリリースノートを確認す
るか、ハードウェアを修理のた
めに返却してください。
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アラーム メッセージ/警告 原因 修復

A04 入力電圧が低い。 +24 ボルト入力電源が、 
+19 ボルト以下です。

電源の電圧と PDMM への接続
を確認してください。

A12
フラッシュメモリ
ーの空きスペース
が少ない。

フラッシュメモリーがほぼ
一杯です。

ログファイル、アプリケーショ
ンプログラム、レシピ、その他
のデータファイルを削除して
フラッシュメモリーをクリーン
アップしてください。工場出荷
時の設定値にリセットしてく
ださい。

A21

動作時に、回復可
能なプロセスまた
はスレッドが応答
しない。

通常の動作時に、KAS 非ラ
ンタイムコードに異常が発
生し自動的に再起動され
ました。

問題が再発する場合は、電源
をオフにしてから再度オンに
してください。ファームウェア
の更新の有無について、リリー
スノートを確認してください。

A23
CPU に過負荷がか
けられている。

CPU の使用量が 5 (または
それ以上)秒間にしては多
すぎます。

サンプルレートを減らし、アプ
リケーションを簡素化してく
ださい。あるいは、アプリケー
ションサイクルを減らしてくだ
さい。

A30

EtherCAT がオペレ
ーションモード時
に通信サイクルを
見失う。

EtherCAT フレームが 1 つ以
上のサイクルの送受信が
できません。

 EtherCAT ネットワークの配線と
デバイスを確認してください。

A40
ローカルのデジタ
ル IO がサイクルの
更新を見失う。

ローカルのデジタル IO が
サイクル時に更新されませ
んでした。あるいは、更新
が同期されません。

サンプルレートを減らし、アプ
リケーションを簡素化してく
ださい。あるいは、アプリケー
ションサイクルを減らしてくだ
さい。

AKD PDMM 異常カード | A04 – A40
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 Kollmorgen について
Kollmorgen はモーターシステムの他、機械メーカー用コンポーネントのト
ッププロバイダーです。モーションに関する国際クラスの知識、産業をリー
ドする品質、標準製品とカスタム製品をリンクし統合する深い専門技術を
有する Kollmorgen は、性能、信頼性、使い易さにおいて比類のない画期
的なソリューションを提供しており、機械メーカーに確かな市場優位性を
もたらしています。

アプリケーションのニーズに関するサポートについては、 
www.kollmorgen.com をご覧いただくか、下記までご連絡ください。

北米
Kollmorgen
203A West Rock Road
Radford、VA 24141 米国
電話： 1-540-633-3545
ファックス：1-540-639-4162
電子メール： 
support@kollmorgen.com

ヨーロッパ
Kollmorgen Europe GmbH
Pempelfurtstraße 1 
40880 Ratingen ドイツ 
電話： +49 (0) 2102 9394 0  
ファックス：+49 (0) 2102 9394 3155 
電子メール： 
technik@kollmorgen.com

アジア
Kollmorgen
Rm 2205、Scitech Tower、中国 
22 Jianguomen Wai Street 
電話： +86 - 400 666 1802  
ファックス：+86 - 10 6515 0263 
電子メール： 
technik@kollmorgen.com


